
せっこうボード

硬質ウレタンフォーム

防湿層付炭酸カルシウム紙
複合面材

ODP : オゾン層破壊係数
GWP : 地球温暖化係数

3､4地域（3等級）

5､6地域（3等級）

7地域（3等級）

断熱補強
（4等級）
4～7地域
（4等級）

不陸調整
＋

接着工法

硬質ウレタンフォーム断熱材複合パネル

断熱性能に優れた硬質ウレタンフォームとせっこうボードの一体パネル。
仕上げ下地工事が同時にでき、新築・改修にご使用いただけます。

Blowing Agent

Freon HFC 0 890

Non-
Freon HC 0 11

ODP GWP



※
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せっこうボード

断熱性能に優れた硬質ウレタンフォーム断熱材と
せっこうボードの複合パネルです。

工法については別途お問い合わせください。

※上張り断熱リフォームは、コンクリート造及び組積造
　の建築物には適用できません。

結露防止に効果的な断熱材複合パネルです
コンクリート躯体に直張り施工ができます

鉄骨造の壁にも施工ができます
新築だけでなく改修工事にも適した優れたパネルです

※鉄筋コンクリート造等の住宅の壁（内断熱工法）に必要な硬質ウレタンフォーム部分の厚さ

※

1、2

3

4

5、6

7

Column

既存住宅の不充分な断熱を改善
ー上張り断熱リフォームにより省力化に貢献ー

準不燃材料
認定番号

アキレス準不燃NDパネルは、結露防止性能にも優れた断熱材複合パネルです。

硬質ウレタンフォーム

防湿層付炭酸カルシウム紙複合面材※

※フォーム側にアルミ箔含む

断熱等性能等級3
（平成4年省エネ基準）

断熱等性能等級4
（平成28年省エネ基準）

60

50

アキレス準不燃NDパネルで対応できる範囲
※コンクリート造及び組積
造の建築物における上張
り断熱リフォームには適
用できません。

現行基準
10%

S55（1980）基準
36%

H4（1992）
基準
22%

S55基準に
満たないもの
（無断熱等）

32%

出典：統計データ、事業者アンケート等により推計（2017年）
※国土交通省作成

近年、新築住宅の高断熱化が進む中、全国の5000万戸以上
の既存住宅では、無断熱を含め1992年の省エネルギー基準を満
たさない建築物がおよそ７割にのぼります。このような断熱レベル
が低い住宅では、光熱費が必要以上にかかるだけでなく、冬場は
部屋間の温度差によるヒートショックにより健康を損なう人が多い
ことも報じられています。
このような状況を鑑み、国や地方自治体は既存住宅の断熱性向

上を推進し、様々な断熱リフォームの補助制度や税制優遇措置を
実施しています。アキレスの断熱材複合パネルはそのような断熱リ
フォームのニーズに応えるべく、断熱材と仕上げ下地（せっこう
ボード）を一体にし
た製品です。既存の
壁・天井を壊すこと
なく、そのまま直接
施工する上張り断
熱リフォーム※によっ
て、断熱リフォーム
の省力化、短工期
化に貢献します。

住宅ストック約5,000万戸の断熱性能
（平成29年度）



せっこうボード

（単位mm）

梱包入数や使用に必要なその他の副資材等は
各メーカーにお問い合わせください。

アキレス準不燃NDパネルの施工方法（接着工法）

ホルムアルデヒド吸収分解せっこうボード付き断熱材複合パネル
HC

せっこうボード

硬質ウレタンフォーム

（タイガーハイクリンボード）

ヒド吸収分解せっこうボード付き断熱材複合パネル

硬質ウレタンフォームム

ード）

吉野石膏㈱のタイガーハイクリンボードを内装仕上げ下地材として採用
■ 断熱＋室内空気環境改善

アキレス準不燃NDパネルと同じ施工方法でご使用いただけます。
断熱リフォーム用としても最適です。

■ シンプルな施工
■ 準不燃材料認定番号   QM-0762-1（1）

＊ カタログをご用意しております

防湿層付炭酸カルシウム紙複合面材※
※フォーム側にアルミ箔含む

高性能硬質ウレタンフォーム断熱材複合パネル
JD

熱伝導率0.018W/（m・K）の高性能硬質ウレタンフォームを採用。薄く
仕上がり、居住スペースへの影響が少ない。

■ 薄くても高断熱性能

壁・天井を壊さずに短工期で施工完了。住まいながらの部分的な断熱リ
フォームも可能。
●アキレス準不燃NDパネルの施工方法とは異なります。原則ビス固定をしてください。
●準不燃材料認定品ではございません。

■ 住まいながらリフォーム

＊ カタログをご用意しております

せっこうボード

高性能硬質
ウレタン
フォーム

アルミクラフト紙
複合面材

せっこうボード素地仕上げによる施工は、製品精度の関係上、パネル間の目地に隙間が生じる恐れがあります。素地仕上げについて

アキレス準不燃NDパネルは以下の工法による施工も可能です。
※1 ※1 ※2



アキレス準不燃NDパネルの製品規格

アキレス準不燃NDパネルの物性

せっこうボード（ベベルエッジ）

防水せっこうタイプも受注生産にて承ります（準不燃材料認定外品）。

せっこうボード部分

0.9
1.0
1.1
1.2
1.4

［9.5㎜］
6.2 ～ 9.0

［12.5㎜］
8.1 ～ 11.7

＊受注生産品。30㎜を超える厚さについては別途ご相談ください。

物性

0.3
0.5
0.8
1.0
1.2

本     　      社 ： 〒169-8885 東京都新宿区北新宿2-21-1 新宿フロントタワー 
                      TEL 03-5338-9544
関  西  支  社 ： 〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島2-2-7 中之島セントラルタワー 
                       TEL 06-4707-2348
北海道営業所 ： 〒060-0807 北海道札幌市北区北七条西1-2-6 NCO札幌 
                     TEL 011-806-2013
九 州 営 業 所 ： 〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東1-12-6 花村ビル
                      TEL 092-477-8475
足利第二工場 ： 〒326-0332 栃木県足利市福富新町1570
滋賀第二工場 ： 〒529-1171 滋賀県犬上郡豊郷町安食西1
美  唄  工  場 ： 〒072-0801 北海道美唄市東7条北9-2-1
九  州  工  場 ： 〒820-0073 福岡県飯塚市平恒477-29

断熱資材事業部　断熱資材販売部

■このカタログの内容は2020年12月現在のものです。■掲載されている仕様は予告なく変更することがあります。

https://www.achilles-dannetu.jp　https://www.achilles.jp

東             北 ： 〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町1-6-9 マニュライフプレイス仙台7F　　
                      東北アキレス（株）　
                      TEL 022-214-8611
北     関     東 ： 〒326-8511 栃木県足利市借宿町668　　
                      関東アキレスエアロン（株）
                      TEL 0284-82-3234
南     関     東 ： 〒130-0013 東京都墨田区錦糸3-2-1 アルカイースト17F
                      アキレスコアテック（株）　
                      TEL 03-5819-8131
関             西 ： 〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島2-2-7 中之島セントラルタワー
                      大阪アキレスエアロン（株）
                      TEL 06-4707-2381

ISO9001 登録範囲：
断熱資材事業部
ISO14001 登録範囲：
足利第一工場
足利第二工場
滋賀第二工場
美唄工場
九州工場

ISO9001,ISO14001
JUSE-RA-2089
JUSE-EG-661

火気厳禁の徹底
●アキレス準不燃NDパネルを保管する場合は、火気に十分注意してください。
●アキレス準不燃NDパネルのそばでの溶接・溶断並びにその他の火気の使用は原則禁止です。やむをえず溶接作業等を行う場合は、防火シート等で養生し、
　かつ消火設備を準備した上で、監視者立会いのもと、慎重に作業してください。

作業上の注意事項
●切断、サンディング等の加工作業の際に、長期間多量の粉塵を吸引すると、健康を損なうおそれがありますので防塵マスクや安全メガネの着用を
　お願い致します。

その他の注意事項
●アキレス準不燃NDパネルを保管する場合は、製品の劣化等を防ぐために直射日光が当たる場所や湿度の高い場所、風雨にさらされる場所を避けて
　保管してください。
●製品の反り等を防ぐために、屋内の水平な場所に敷板などを利用してきちんと平置きしてください。また、製品の立てかけはおやめください。
　曲げ癖がつくと適正な施工が出来なくなります。
●アキレス準不燃NDパネルは、雨、水濡れ、湿気厳禁の材料です。水や湿気に直接触れる部位への施工は避けてください。
●製品を放り投げることや落とすことはお止めください。製品が破損するおそれがあります。
●梱包された製品を持つ時はPPバンドを持たないでください。PPバンドが切れて落下し、怪我をするおそれがあります。また製品の破損の原因となります。

注意

警告
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